
令和８年度ｅｃｏ・モビリティセミナー 
－ みなおそう、エコドライブ － 

  
日頃から車を利用・管理されている方へ 

エコドライブの基本から、ＨＶ等の電動車普及が進む時代に求められる運転方法、エコド

ライブ支援の取組み、安全運転のポイントまで、運転や車両管理に役立つ情報をわかりや

すくご紹介します。 
  

日 時    ２０２６年１１月５日（木）１４：００～１６：００ 

                      （受付開始は１３：３０～） 
 

場 所    港区土地区画整理記念・交流会館 ６階 第１集会室 

           （Osaka Metro 中央線「弁天町駅」3 号出口直結、JR 大阪環状線「弁天町駅」南口徒歩約 1 分） 

 

内 容     １．大阪自動車環境対策推進会議事務局（大阪市/大阪府） 

： 「エコドライブの役割と重要性」 

「エコドライブによるタイヤ粉じんへの効果」 

２．株式会社数理計画  

： 「ＨＶ時代のエコドライブとは」 

       ３．あいおいニッセイ同和損害保険株式会社 

： 「テレマティクス自動車保険によるエコドライブ支援取組み」 

       ４．株式会社トヨタレンタリース大阪 

          ：「カーボンニュートラル時代の車両管理者について」 

５．大阪府警察本部 

：「安全運転（セーフティドライブ）と近年の法令改正状況」 

 

方 式        ①会場参加 または ②オンライン参加(Teams) 

        （オンライン参加をお申し込みの方には、後日参加用 URL をお送りします） 
 

定 員     会場参加 １００名（先着順） 

（定員を超えた場合は、事務局より連絡します） 

参加費     無料 

 
申込方法    メールに以下の事項をご記入の上、お申込みください 

1.会社名、氏名 2.電話番号 3.参加方法（①会場 または ②オンライン） 
 

申込先     kankyokanri-g07@sbox.pref.osaka.lg.jp 

        大阪自動車環境対策推進会議事務局（担当：加藤、梶本） 
  

申込締切     令和８年１０月３０日（金曜日） 

 

問い合わせ先   大阪府環境農林水産部環境管理室環境保全課 

ダイヤルイン 06－6210－9587 

主催：大阪自動車環境対策推進会議 

mailto:kankyokanri-g07@sbox.pref.osaka.lg.jp


 

セミナー内容（詳細） 

 

「エコドライブの役割」×「安全運転」×「電動車のメリット」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大阪自動車環境対策推進会議について 

 

大阪自動車環境対策推進会議は、深刻化する自動車排ガス問題を有効適切な対策の推進 

により解決を図ることを目的に昭和 43 年（1968 年）に設置されました。 

現在は、自動車排出ガスによる大気汚染や自動車騒音などの地域環境対策に加え、地球 

温暖化対策も含めた各種取組みを推進しています。 

「令和 8 年度 eco・モビリティセミナーの開催について」の大阪府ホームページはこちら    

株式会社トヨタ 
レンタリース大阪 

 
カーボンニュートラル時代の 

車両管理者について 

 

電動車導入で企業はどう変わるのか。 

環境対策だけではない電動車の価値 

企業価値向上につながる活用法を 

ご紹介します。 

 ●●●●●●●●●●●●●●●。 

 

 
株式会社数理計画 

 
ＨＶ時代のエコドライブとは 

 

官公庁案件で様々な種類の自動車 

の排出ガスを長年にわたり、定量的 

に計測・分析・評価してきた環境 

コンサルタントの視点で HV 時代の 

エコドライブについてお話します。 

 

大阪府警察本部 
 

安全運転（セーフティドライブ）と 

近年の法令改正状況 

 

大阪府域の交通事故の発生状況を 

最新の道路交通法等の改正内容を 

交えて説明し、安全運転に繋がる 

情報をお伝えします。 

 

 

１１月はエコドライブ推進月間です 『エコドライブ 10のすすめ』をもとに 
エコドライブの普及・推進をすすめます 

あいおいニッセイ 
同和損害保険株式会社 

 
テレマティクス自動車保険 

によるエコドライブ支援取組み 

 

事故を未然に防ぎ、CO2 削減にも 

つなげる！デジタル技術を活用した 

自動車保険の進化と、自治体・企業 

との共創事例を詳しく解説します。 

との共創事例を紹介します。 

 

 


